
 

 

 

  

  

  

  

  

 

成田市立中台中学校 学校だより 

文責：内田 淳 

令和６年 ３月２２日（金）Vol.４５ 

「仲間も、自分も、大切にしよう」 

「あきらめずに、取り組もう」 

学校教育目標 『自ら学び、豊かな心を持ち、たくましく生きる生徒の育成』 

【ホームページへ】 
ゴールはスタート 

涙と感動の卒業式から１週間あまり。学級閉鎖など、心配な状況もありましたが、１、２年生が力

を合わせて、節目となる大きな行事を乗り越えてきました。今日で３学期が終わります。明日から、

１４日間の春休みが始まります。 

今日の修了式では、私から生徒たちに、春休みに心がけてほしい 

３つのことを話をしました。 

①点検・充電・再起動 

１つめの「点検」は、自分の生活です。寝る時間、起きる

時間が遅くなっていないか、全然勉強していない日がない

か、などなど。また、学校生活をふりかえり、頑張ったこと

や、改善したいことなども、確認しましょう。 

２つめの「点検」は、学校の道具です。ノートや筆記用具

など、補充しなくてはいけない人もいるでしょう。春休み中

に、そろえるようにしましょう。 

そして、心や体をゆっくり休めて「充電」し、健康に新学期

を迎えましょう。新しい気持ちで、自分を「再起動」して、新

学期をスタートしましょう。 

②希望も理想も大切に 

新学期に向けて、「○○な人になりたい」「△△ができる

ようになりたい」といろいろな希望や理想をもつと思います。

新学期は、決意をするチャンスです。「この４月からこそ！」

という気持ちを大切にしましょう。 

「どうせできない」などと諦めず、いつも心の中で思い続

けていれば、いつか実現できるかもしれません。 

③仲間も自分も大切に 

友達や家族の気持ちを想像して、思いやりをもって生活

しましょう。「自分がしてもらったら、うれしいこと」は、「周りの人

も、してもらえたら、うれしく思う」というものです。相手の喜ぶ

姿を想像して、過ごしてみてください。 

そして、自分の得意なことや好きなことに打ち込むなどし

て、充実した春休みを過ごしてください。また、規則正しい生

活をし、病気や事故に十分気をつけましょう。 

「反省」とは、振り返ることであり、「悪かったことを挙げる」

という意味ではありません。２人とも、頑張った点、よかった点に

触れて、お互いの成長を認めた上で、次年度に向けて改善したいこ 
【自律の春休み、自主的な春休み、自然

な姿の春休み…あなたの春休みは？】 

 

【挨拶が最も活発ですばらしかった

２Ａを、生徒会が表彰しました】 

 

【１年生代表（Ｂ組）】 

【校歌の指揮は２Ａ・○○さん。伴奏

は２Ｂ・○○さん。】 

【２年生代表（Ｂ組）】 



  

 

  

  

 

   

  

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

  

よりよい授業を目指して 

【１Ａは、石を規則に沿って動かすパズ

ルのようなゲームを数学的に解釈。興味

深く取り組む生徒が多かったです】 

 

【１Ｂは「１月は睦月、２月は…」と暗

記して、早押しの要領で次々答えます。

競い合って、どんどん覚えました】 

 

とを述べていました。一人ひとりの「変わりたい・変わろう」とする気持ちを高め、新鮮な気持ちで

それぞれの新学期を迎えてほしい、と心から願います。 

【２Ｂは地理の授業で時差の計算に班活

動で挑戦。難しいですね…東京が夜の７

時のとき、ローマは何時でしょう？】 

 

【２Ａは、気候の変化についての学習。

先生の投げかけた問いに対して、自由に

話合い・教え合いをしています】 

 

１４日(木)の授業参観・学年末保

護者会には、お忙しい中を、たくさ

んの方々にお越しいただき、ありが

とうございました。 

各クラスとも、一生懸命活動して

いる生徒の姿を見ることができたの

ではないでしょうか。 

ご家庭の支援のお陰もあって、本

校の生徒は、たいへん素直に学習に

向き合うことができます。授業中の

姿勢や規律も、しっかり身に付いて

います。また、家庭学習にも真摯に

取り組んでおり、提出物への意識も

高いです。 

このよさを、今後も伸ばしつつ、

生徒が、より主体的に課題を見つけ

て取り組めるように、また、様々な

形態の話合いを取り入れて、集団の

力で課題の解決に取り組めるような

活動を仕掛けていきたい、と考えて

います。 

下の２枚の写真は、ある日の、１

年生の国語の授業。絵本を１冊選ん

で、ナレーターなどの配役を決め

て、絵本の映像に合わせて朗読を録

音する「デジタル紙芝居」を作って

いる最中です。 

役になりきって台詞を表現するた 

めには、その登場人物の心情を、正確に理解する必要があります。登場人物の動作や気持ち、声音、そ

のような表現に至る出来事などを正しく読み取らないと、紙芝居の面白さは半減してしまいます。生徒

たちは、録音を聴いては「もっとゆっくり読んだ方がいいんじゃない？」などと話し合いながら、完成

度を高めていきます。時には、役に入り込みすぎたため、周りが笑ってしまう、というような場面もあ

ります。とにかく楽しく、生き生きと取り組んでいます。 

これからも、授業を工夫し、さらに多くの生徒が、学ぶことの楽しさに気付き、積極的に取り組める

ように、よりよい授業づくりに努めます。 

南関東大会での活躍 

【○○さんの砲丸投げ、２投目。全身の力を使って、５キロの砲丸を、より遠

くへ！３投目が終わり、○○先生、○○先生、○○先生のところに挨拶に来て

くれました。清々しい笑顔でした】 

 

２０日(水)、「南関東中学校陸上競技

大会」が、東京都八王子市で開催されま

した。 

本校からは、○○○○さん(２Ａ)が、

４００ｍ走に、○○○○さん(２Ｂ)が、

砲丸投げに、それぞれ出場しました。こ

の大会は、千葉県の他に、東京・神奈

川・山梨から、頂点を極めた中学生が出

場する、たいへん大きな陸上大会です。 

慣れない競技場で、強豪校が集う中、 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

大きな声援が飛び交っていて、雰囲気に

圧倒されそうでしたが、二人とも落ち着

いた様子で、競技に臨みました。 

惜しくも入賞は逃したものの、それぞ

れの自己ベストを更新することができま

した。すばらしいことです。 

努力を重ねて勝ち進み、県でトップに

躍り出ても、関東大会には、それぞれの

県でトップクラスの選手が集まっていま

す。「上には上がいる」ということを感 

【○○さんの４００ｍ走。手足を大きく動かし、駆け続けました。抜きつ抜か

れつレースが展開し、後半にはデッドヒートになりましたが、あきらめずに走

り抜けました。レース後は、力を出し切った様子で、呼吸を整えていました】 

 じつつも、そのような人たちとの出会いから、さらに刺激を受けたり、発奮したりできるのではないで

しょうか。勝ち進んだからこそ、分かったこと・感じたことが、きっとあるはずです。これからも、全

力で取り組んでほしいものです。 

ホップ・ステップ・ダンス 

【２Ｂ「シェイプ・オブ・ウィー」】 

 
【２Ａ「ラブ・ウィークエンド」】 

 

【２Ａ「新しい中中のリーダーズ」】 

 
【２Ｂ「ジョイフルホンダ」】 

 

【１Ａ「Ｖ」】 

 

【１Ｂ「Ｂの愉快な仲間たち」】 

 

２月に、１、２年生の女子も、

保健体育の授業の中で、ダンス発

表会を実施しました。 

２年生は、チームごとに異なる

曲を選んで、軽快に、時にしっと

りと踊りました。少人数なので、

個々の動きがよく伝わりました。 

１年生は、両クラスとも同じ曲

で踊りました。大所帯で隊形移動

を美しく見せたり、またソロパー

トを引き立てたりしていました。

同じ曲でも、振り付けが全く異な

るのも、見所でした。 

照れくさくても、カッコよく見

せよう、楽しんでもらおうと、誰

もが一生懸命でした。また、ホウ

キをギターのようにかき鳴らして

踊るような遊び心もあり、心底楽

しんでいることが、よく分かりま

した。 

練習中も、あちこちで「こんな

ポーズはどうかな？」「いいね

え！」などと、前向きに、自由に

意見を出し合える雰囲気が感じら

れました。 

また、観客の眼差しが温かかっ

たのも、実に印象的でした。 

人前で何かを発表することは、

不安がつきまといます。「伝わら

なかったら、失敗したら、笑われ

たら……」と、あれこれ考え始め 

て、ますます緊張感が高まってしまうものです。つい「相手の反応なんか気にしないで」と、声をかけ

てしまいがちですが、それでも気にせずにはいられないのが、人情というもの。 

しかし、今回のダンス発表会では、おそらく、そのような不安はほとんど感じられなかったのではな

いでしょうか。ダンサーとしての発表はもちろんのこと、観客としても、ダンサーを心から応援し、盛

り上げていました。お互いの立場や気持ちを尊重する姿勢が、全体から感じられました 

これからも、一人ひとりの個性や持ち味が生かされ、互いの「いいところ」を認め合える集団づくり

を目指していきたい、と考えます。 



 

  

１年間、本校の取組にたくさんのご理解・ご協力をいただき、心から感謝申し

上げます。 

赴任した当時の私は、久しぶりの中学校勤務ということもあり、少なからず緊

張と不安を感じていましたが、素直で明るい生徒と、温かく朗らかで、協力的な

保護者の皆様に支えられて、今日までたどり着きました。様々な行事や、生徒た

ちとのふれあいなど、充実した毎日を過ごしています。 

明日からの春休みは、部活などもありますが、家庭で過ごす時間が多くなりま

す。本日配付した通知表も活用し、新学期に向けて、生徒が意欲を高められるよ

う励ましていただけるとありがたいです。生徒たちが「新学期こそ！」と意気込

んで登校してくることを、心から楽しみにしています。 

学校だより「欅」を１年間お読みいただき、ありがとうございました。 

保護者の皆様へ 

入学式まであと１６日 

２１日(木)、令和６年度に本校に入学予定の小学生が、新入生一日体験入学に参加しました。令和６

年度の新１年生は、７４名が入学し、２クラスに編制する予定です。（３月２２日現在。）この日、出

席した児童は、中学校生活について説明を聞いた後、授業や部活動の見学を行いました。 

部活を楽しみにしている児童が多く、半数程度の児童が、入りたい部を、既に決めているようでし

た。また、教科担任制になることや、学習内容が専門的になるという話も聞き、授業に興味を持ってい

る児童もいるようです。 

【１Ａの数学、１Ｂの理科、２Ｂの社会を参観しました。１年生は黙々とプリントを進める姿を見せ、２年生は、早押しクイズ

大会で意欲的な姿を見せ、勉強大好きなところを全力でアピール！……きっと伝わったことでしょう】 

 

【情報文芸部では、部長が緊張しながら

小学生を前に「入部してください」と挨

拶。イラスト好きを募集中です】 

 

【満を持して「ジャンボリミッキー」を披

露する吹奏楽部。リズムに誘われて、小学

生も手拍子をし始めました】 

 

【フェンス越しに熱い眼差しが集まったテ

ニス部。懸命に球を追い、サーブやボレー

を、カッコよく決めています】 

 

【生徒会本部の皆さんが小学生を誘導して部

活動に案内していました。陸上、サッカーを

見学して、このあと体育館に向かいます】 

 

【体育館では、卓球、バレー、バスケが

練習中。真剣な表情で活動する様子を、

食い入るように見ていました】 

 

「中１ギャップ」が話題の昨

今、進学に当たって、不安や心配

をお持ちの家庭もおありかもしれ

ませんが、この行事を通して、中

学校生活に、何かしらの希望を持

てたら、うれしく思います。 

名実ともに「新しい制服」に身

を包んだ「新１年生」の入学を、

教職員・在校生一同、心から楽し

みにしています。 


